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論文内容の要旨
キャピラリーゾーン電気泳動 Ccapillary zone electrophoresis, C Z E) は従来行われていたゾーン
電気泳動とは異なり，支持体を用いる代わりに中空キャピラリーを用いて電気泳動を行う方法であり，




Sepaniak らによりミセル電気動力学的クロマトグラフィー Cmicellar electrokinetic capillary 
chromatography , ME C C) と呼ばれ，中性化合物にも適用できるため，イオン性物質にしか適用で











もあった。また， CZEにおいて，ケイ皮酸とその類縁化合物 4 種をモデル化合物とし， これらの化合




















第E章では，自律神経失調治療薬 r -oryzanol から生成する ferulic acid C F A) をモデルとして，
CZE による血中の薬物代謝産物の分析に対する可能性を検討した。イヌのブランク血衆およびFA と
ケイ皮酸 CCA，内部標準物質)を添加した血衆のエーテル抽出物をキャピラリーに導入し， CZEで
分析したところ FAおよびCA とも血衆成分から分離し，また， ピーク高さ比による検量線も直線性を




としては塩酸チアミンなど 7 種のものを対象とした。ドデシル硫酸ナトリウム CSDS) を添加したり
ン酸緩衡液をキャリアー液に用いるMECCによりこれらの化合物が良好に分離される条件を見い出し








キャピラリーソ守一ン電気泳動 CCZE) や， ミセノレ電気動力学的クロマトグラフィー CMECC) は，
中空キャピラリー内に生ずる電気的二重層による作用と電気泳動による作用との働きによって，試料成
分の分離が極めて高い分離能で達成される方法であるが，これ迄定性的な応用に限られ，定量分析法と
して用いる為に必要な数々の問題は殆ど未解決のま〉であった。藤原氏はこの分離分析法に働く基礎的
な問題の解析を行い，定量分析法として満足出来る手段の開発に成功し，実際に薬物代謝産物の分析，
医薬品製剤の分析を行うことにより本法が優れた分離能と定量精度を有することを示すことが出来たも
ので，学位論文に値するものと判定した。
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